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いよいよ来週からは夏休み。楽しいイベントや部活、勉強など計画もた

くさんあることと思います。少しリラックスしたい時や気分転換したい時、

夏休み用に借りた本を読んでみませんか？１０冊まで借りることが出来

ます。まだの人はぜひ借りにきてください。 

 

１学期の多読賞の表彰を行っています！ 

1 学期の間貸し出し冊数が多かった上位 5 人が多読賞に選ばれまし

た。表彰は、各教室で、図書委員から賞状としおりが授与されます。2

学期もたくさんの本を借りて読んでください。 

２学期も多読賞を予定しています。お楽しみに！ 

 

１位 3-3  T・M （71冊） 

２位 1-4  I・H （55冊） 

３位 1-4  M・I （37冊） 

４位 1-1  O・S （34冊） 

5位 3-3  N・Y （31冊） 

 
１年生が国語科の授業で来館！ 

７月に１年生が、自分の心に響いた文学の一文

（一語）でしおりを作成する授業で、学校図書館

を活用してくました。 

どの本にするか楽しそうに選ぶ

姿や本をめくりながら「心に刺さ

った一行」とその理由を真剣に考

える様子が見られました。その後

も、選んだ一文に合うイラストや

装飾でしおりに工夫を凝らし、素

敵なオリジナルしおりを作っていました。 

図書だより 

しおりを見せると

8 月と９月の間は

６冊までかりる事

ができるのじゃ！ 

今回作成した作品は 

文化祭で展示される 

のでお楽しみに！ 



第 72 回『青少年読書感想文全国コンクール」について 
 

今年度も読書感想文の課題図書を学校図書

館に並べています。課題図書は比較的新しく

出版された本の中から、専門家が年齢に合わ

せて、多くの感動や新しい知識を得られる内

容のものを選んでいる本です。 

もちろん課題図書以外でも、皆さんが多く

の事を感じた本で書いてみるのもいいですよ。

この夏、感想文に挑戦しようと思う人は応募

票と原稿用紙を図書館に用意していますので、声を掛けてくださいね。 

 

 
 

 
 

君の火がゆらめいている  

落合 由佳 作  /  講談社 
 

 

障害のあるきょうだいが困っていたら助けるのは当た

り前。でも、本当にそうなの？ いつもわたしが、我慢し

なくちゃいけないの？ 障害や重い病気のある兄弟・姉妹

がいる子ども──「きょうだい児」の葛藤を描く感動作！ 
 

 

チーム・テスならだいじょうぶ   

カービー・ラーソン&クイン・ワイアット 作 

杉田 七重 訳   /   鈴木出版 
 

チーム・テスとは、主人公テスを支える応援団のこと。

焼き菓子コンテストに挑戦するテスをバックアップしな

がら、まだ完治困難とされるクローン病を発症したテスに

寄り添う。厚い友情と希望を描く青春ストーリー。 

『リュウグウの砂に挑む：チームで小惑星のサンプルを分析 』          

伊藤 元雄 著 / くもん出版          
 

小惑星探査機「はやぶさ 2」が、小惑星リュウグウから

採取し、地球へ地持ち帰られた砂。その砂を様々な分野の

研究者たちと一緒に分析に挑み、ついに「生命のゆりかご」

ともいえる重要な手がかりを発見するまでを描く。 

 

課 題 書 図 

※提出は 8月２6日（水）夏休み明け各学年の国語科の先生まで。 


